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研究要旨 

がん治療は様々な選択が必要であり、治療の侵襲性も高いため、本人が自分の状況を理解し、

納得して治療に臨むことが欠かせないが、障害のある人への情報提供の仕方や、合理的配慮の提

供の方法は充分に確立されているとはいえない。 

以上の課題を解決するため、（1）障害者および医療者双方の視点から、現状で障害のあるがん

患者が受診する際の困難を把握すること、（2）障害者支援専門機関がもつ支援技術を医療機関で

応用・普及させる方法を提示し、（3）様々な障害のある人が利用可能な情報資料の作成手順を定

式化すること、3点を実現することを目的とした。 

障害当事者、障害分野の福祉専門職、障害当事者への調査から明らかになった課題と望まれる

対応について、各障害の特性、ニーズと求められる対応についてパンフレット 3 種を作成し、有

用性を確認した。それらを教材とした医療者向け研修プログラム「①知識にふれるタイプの研修：

30 分」「②知識と障害のあるがん患者当事者の声から学ぶタイプの研修：1 時間」「③より深く学

ぶタイプの研修：2 時間」の 3 種類のプログラムを構成を作成した。この研修プログラムはいず

れも受講者から十分に評価され、有用性が確認できた。音声版、手話版、わかりやすい版それぞ

れの作成手法を検討し、それぞれの作成方法を改善できた。 

その点から、本研究の目的はいずれも達成したと考える。しかし、障害のある人のがん医療に

おける困難を軽減するためには、本研究で明らかになった医療機関での対応方法が広く行きわた

ること、アクセシブルな情報資材が継続的、網羅的に作成されていくことが欠かせない。体制づ

くりや継続的な普及方法については、後続研究班にとっての課題となると考える。 
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Ａ．研究目的 

障害者の高齢化が進んでいることから、相当

数の障害のある人ががんに罹患していることが

予想されるものの、障害のあるがん患者やその

家族にとって、また受け入れる医療者にとって

どのような困難があるのかは十分に明らかにな

っているとはいえない。 

がん治療は様々な選択が必要であり、治療の
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侵襲性も高いため、本人が自分の状況を理解し、

納得して治療に臨むことが欠かせない。国立が

ん研究センター「がん情報サービス」は、国内で

最も多く利用されているがん情報のポータルサ

イトであるであり、広く活用されているが、知的

障害、視覚障害、聴覚障害等のある人には利用が

困難である。 

また、がん医療を担う医療機関の大多数にお

いて、様々な障害のある人の支援方法について

の知識と経験の蓄積が不十分である。これまで

行われてきた調査では、がん医療機関では障害

のあるがん患者に何らかの配慮が必要であると

感じながらも、障害者支援の専門機関と医療機

関との連携もなく、何をどうすればよいのかに

ついての情報を持ち合わせていない状況がうか

がえる。 

以上の課題を解決するため、（1）障害者およ

び医療者双方の視点から、現状で障害のあるが

ん患者が受診する際の困難を把握すること、（2）

障害者支援専門機関がもつ支援技術を医療機関

で応用・普及させる方法を提示し、（3）様々な

障害のある人が利用可能な情報資料の作成手順

を定式化すること、3点を実現することを目的と

した。 

 

Ｂ．研究方法 

（1）障害者および医療者双方の視点から、現状

で障害のあるがん患者が受診する際の困難を把

握する 

障害分野の福祉支援職、障害当事者、医療者へ

の調査を行った。 

福祉支援職への調査では、障害者福祉分野の

専門職計36名に、医療機関への受診時の付き添

いや調整の経験の中で感じた、課題や好事例に

ついてへのインタビュー調査を行い、施設・職種

別の分析（令和2年度分担研究報告1）、手話通訳

者に特徴的な課題の抽出（令和2年度分担研究報

告書2）、職種を超えた課題認識の抽出（令和4年

度分担研究報告書2）を行った。 

障害当事者への調査としては、国立リハビリ

テーションセンターの利用者22名へのインタビ

ューを行い、語られた課題の特徴（令和3年度分

担研究報告書1）、計量テキスト分析による特徴

の抽出（令和4年度分担研究報告書1）を行った。

また、ろう・難聴（聴覚障害）を対象とするイン

タビュー調査（令和3年度分担研究報告書2）を行

い、受診時の困難を聴取した。また、ろう・難聴

については、特にニーズに関する当事者発信の

研究が少ないこともあり、障害者差別禁止法が

早くから制定された米国での研究動向を知るた

め、米国のろう・難聴者に関する研究拠点である

ギャローデット大学のろう健康研究センター所

長のプールナ・クシャルナガル博士のオンライ

ン講演会を行った（令和2年度分担研究報告書9）。 

 医療者への調査としては、フォーカスグルー

プディスカッション形式により、医療者が障害

のある患者が受診した際にどのような課題があ

ると感じているのかを検討した（令和2年度分担

研究報告書3）。 

 

（2）障害者支援専門機関がもつ支援技術を医療

機関で応用・普及させる方法の提示 

 (1)の調査結果より、障害者の視点で挙げられ

る困りごとは、医療者には気づかれていないこ

と、一方で、知りさえすれば望ましい対応が可能

な事例も多いことが示唆された。 

 そのため、特に情報伝達、コミュニケーション

上の困難があるが、障害の特徴やニーズが把握

しにくい視覚障害、聴覚障害、知的障害のある人

が医療機関を受診した際に感じる困りごとや医

療機関が提供すべき合理的配慮のポイントにつ

いて、具体的に伝達する資料を作成した。 

 視覚障害については、先行研究ですでに作成

したものがあったが、本研究開始と同時にCovid

－19の状況が深刻となり、障害者が単独で隔離

される状況が発生した。そのため、先行研究の資

料を改訂する形で、「医療従事者と支援スタッフ

のためのサポートガイド『視覚に障がいのある
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方が新型コロナウイルスに感染し入院したら』」

（コロナ版）を作成した（令和2年度分担研究報

告書8）。この資料の内容の妥当性、活用可能性

について、全国視覚障害者情報提供施設101か所、

全国の保健所469か所にアンケート調査を行い、

保健所145か所、全国視覚障害者情報提供施設63

施設から回答を得た（令和3年度研究分担報告書

3）。令和4年度には、Covid－19の影響も落ち着

いてきたことから、コロナ版作成時に取り入れ

た工夫を反映させた、「医療従事者のためのサポ

ートガイド『視覚障害のある方が病院に来院さ

れたら』」（視覚障害版）を作成した（令和4年

度分担研究報告書6）。 

聴覚障害については、(1)の調査で明らかにな

った困りごとと、その背景として考えられる要

因と、望まれる対応について整理し、要点の抽

出は、看護師および手話通訳士の資格をもち、

医療機関での通訳経験が豊富な研究協力者、お

よび看護師資格をもつろう研究者を中心に案を

作成し、手話通訳者への調査、ろう・難聴当事者

へのインタビュー調査を担った研究者による検

討を重ね、「医療従事者のためのサポートガイ

ド『ろう・難聴者（聴覚障害者）の方が病院に来

院されたら』」を作成した（令和 3年度分担研究

報告書 4）。また、この資料が、聴覚障害者を日

常的に支援する専門施設からみて適切であるか、

有用であるかについて評価を行うため、全国聴

覚障害者情報提供施設 57 施設にパンフレット

とアンケートを郵送で送付し、26 施設から回答

を得た（令和 4 年度分担研究報告書 8）。 

知的障害については、知的障害分野の研究者、

医療者が、(1)の調査結果や、(3)で述べる「わか

りやすい版」作成時に得た意見を踏まえて検討

を重ね、「医療従事者のためのサポートガイド

『知的・発達障害のある方が病院に来院された

ら』」を作成した(令和4年度分担研究報告書7)。

「草案の作成」「研究分担者・協力者による検討」

と「それを踏まえた修正」（大きく2回）、「校

正・最終確認」のプロセスが必要であった。 

 これらの啓発資材をテキストとしながら、医

療者に伝達するための研修プログラムを作成し

た。様々な障害のある人が利用可能な資料内容、

障害者支援専門機関がもつ支援技術を医療機関

で応用・普及させるための医療従事者向けのサ

ポートガイド作成で得られた知見をふまえて、

障害者支援についての全般的な内容から導入し、

それぞれの障害（知的・視覚・聴覚）について学

ぶ内容とした。①30分の「知識に触れるタイプの

研修」、②1時間の「知識と障害のあるがん患者

当事者の声から学ぶタイプの研修」、③2時間の

「より深く学ぶタイプの研修」の3種を開発し、

実施した。①②は院内の対面・オンラインハイブ

リッドの研修、③は全国を対象とするオンライ

ン研修とした（令和4年度分担研究報告書9）。 

 

（3）様々な障害のある人が利用可能な情報資料

の作成手順の定式化 

 情報提供に特に困難がある視覚障害、聴覚障

害、知的障害者に適切に医療情報を伝達する手

法について検討した。 

 視覚障害者への情報提供の手法としては、点

字資料、音声資料があり、作成方法もある程度確

立されている。しかし、人手をかける作業であり、

資料の完成まで時間がかかることから、作成ス

ピードを高めることが必要であった。海外動向

を精査すると、米国や欧州圏では、合成音声の活

用が進んでおり、テキストを音声化する速度は

極めて速いことがわかった。欧米の言語に比べ、

日本語の合成音声は品質に課題があるとされて

きたが、令和2年次には十分利用に耐えうる性能

が確保されたため、合成音声の活用方法を検討

した（令和2年度分担研究報告書5および6）。 

 日本手話を第一言語とするろう者にとって、

日本語は第二言語であり、書記日本語の情 報を

十分に理解できない人も多数存在する。第一言

語である日本手話での情報入手を望む人は多い

が、日本手話による医療情報の提供は極めて少

ない（令和2年度分担研究報告書7）。さらに、手
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話資料を正確かつ効率的に作成するための手順

について公開されている資料はない。本研究開

始時のCovid－19のへの対応の必要性から、手話

版での資料作成と、逆翻訳手段による妥当性の

検討を行った（令和2年度分担研究報告書6）。ま

た、先行研究で試作した「手話版大腸がん」につ

いて、伝わりやすさ、わかりやすさについてイン

タビュー調査を行った（令和3年度分担研究報告

書2）。さらに、その結果を踏まえ、より正確か

つわかりやすい表現を備えた手話資料を迅速に

作成するための撮影手順の改善について検討し

た（令和3年度分担研究報告書5）。 

 知的障害のある人に伝えるための手法として、

ニュース等を「わかりやすい版」として伝える試

みは徐々になされてきた。しかし、医療情報につ

いてはほとんど着手されていなかった。そのた

め、本研究開始時の喫緊の課題であったCovid－

19への対応についてのわかりやすい版の作成を

行った（令和2年度分担研究報告書6）。がんの資

料については、患者数の多い「大腸がん わかり

やすい版」（令和2年度研究分担報告書4）、「肺

がん わかりやすい版」（令和3年度研究分担報

告書6）を作成し、他疾患への応用可能性を検討

するため「糖尿病 わかりやすい版」を作成した

（令和4年度分担研究報告書5）。また、このわか

りやすい版の日常的に知的障害者の支援を行っ

ているグループホーム学会員への調査を行い、

資料の有用性について確認した（令和4年度分担

研究報告書4）。医療機関での活用可能性を検討

するため、4施設の協力を得て、どのような人に

利用ニーズがあるのか、医療者がどのような場

面で活用することが有効であると考えるのかに

ついて、看護師、がん相談支援センター相談員7

名にインタビュー調査を実施した（令和4年度分

担研究分担報告書3）。 

 

C.結果 

（1）障害者および医療者双方の視点から、現状

で障害のあるがん患者が受診する際の困難を把

握する 

福祉支援職への調査では、面接調査のテーマ

分析の結果から、【医療機関・医療者の対応の問

題】、【医療者の対応で改善が見込めること】、

【医療機関の対応で改善が見込めること】、【障

害当事者/福祉側の対応で改善が見込めること】、

【（医療機関の対応を超えた）医療体制の課題】、

【障害により解決が難しい課題】、【好事例】の

テーマが抽出された。 

障害当事者への調査としては、国立リハビリ

テーションセンターの利用者への調査からは、

医療機関における対応や配慮以前に、受診のた

めの予約準備や移動の問題が顕著であることが

明らかとなった。例えば、同行援護サービスの

予定が合わない場合に受診をあきらめることも

ある（視覚障害）、電話予約が困難（失語症）な

どであり、受診を控える結果となっている可能

性が見いだされた。計量テキスト分析の結果か

らは、①予約や待ち時間の長さ、②受付の流れ

や場所のわかりにくさ、③案内の声や文字が小

さい、④段差がある、といった、何らかの改善対

応が可能な課題が浮かび上がった。 

ろう・難聴者へのインタビューからは、医師や

医療従事者の《手話通訳や情報保障に対する理

解不足》、《コミュニケーション不足》、《アイ

コンタクトの不足》などの基本的な対人コミュ

ニケーションスキルの欠如が、ろう・難聴者の

『医療に対する低い満足度につながっている』

可能性があるなどの【医療側の課題】、《がん情

報に精通した通訳者》を指定することができな

いなどの【手話通訳・要約筆記派遣制度の課題】、

また、ろう・難聴者が医療現場において、《わか

ったふり》をせざるを得なかったり、《対応を後

回し》されるなど、トラウマ的な経験を経ている

状況から生まれる【孤独感・疎外感】が明らかと

なった。 

 医療者への調査からは「障害のあるがん患者

の意思決定についての課題と対応」「障害のある

がん患者の情報の理解についての課題と対応」
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「病院や医療者の基本知識不足や体制の未整備

による課題と対応」「病院内、地域の医療と福祉

の連携についての問題」が抽出された。 

 

（2）障害者支援専門機関がもつ支援技術を医療

機関で応用・普及させる方法の提示 

 視覚障害／聴覚障害／知的障害のある患者が

病院に来院したときに医療者・医療機関が提供

すべき合理的配慮について、サポートガイド3種

を作成し、視覚障害版、聴覚障害版については評

価を行った。 

 視覚障害版については、保健所および視覚障

害者情報提供施設のいずれでも、「理解しやすさ」

「視覚障害者のニーズ理解に有用であるか」「医

療者のニーズ理解への有用性」「活用可能性」が

あると評価され、視覚障害者情報提供施設の回

答者からは、「必要な配慮の網羅性」もあると回

答された。 

 聴覚障害版についても、全国聴覚障碍者情報

提供施設の回答者から、「理解しやすさ」「視覚

障害者のニーズ理解に有用であるか」「医療者の

ニーズ理解への有用性」「必要な配慮の網羅性」

「活用可能性」があると回答された。 

 また、この3種のサポートガイドを教材とした

医療者向け研修プログラムについては、研修受

講者のアンケート結果から、研修時間を30分、1

時間、2時間の3種で設定した研修はいずれも、理

解しやすくて、初めて知ることがとても多かっ

たという評価が得られた。 

 

（3）様々な障害のある人が利用可能な情報資料

の作成手順の定式化 

 視覚障害者向け音声資料の迅速化については、

元のがんの冊子からテキストDAISY（Digital 

Accessible Information System）を作成し合成

音声が自動的にテキストを読み上げる機能を利

用した音声を「簡易版」、その後肉声での読み上

げと図表の説明を加えた「完全版」の2版を作成

することで、迅速な情報公開が可能になる手順

を確立した。この成果は国立がん研究センター

での実運用にそのまま活用され、更新された音

声資料数が飛躍的に増加した。その結果、第3期

がん対策推進基本計画の中間評価では、取り組

みが進んでいると評価されることに貢献した。 

 手話版資料の作成については、【言語アクセシ

ビリティとユーザビリティ】の観点から、様々

な利用者層に配慮した資料を作成するには複数

のバージョンが求められる可能性がある指摘も

あった。一方、《イラストを見る時間》の確保や

『イラストの文字が小さいので、手話ナレーシ

ョンの開始前にイラストを拡大表示してほし

い』といった視覚資料の提示方法など、作成時

に対応可能な指摘もあった。 

 この評価を参考にしながら、更新版の撮影を

行った。 

① チーム構成の決定 

②事前の検討 

③ラフ動画の提出 

④監修医師とのミーティング 

⑤本撮影：撮影開始から終了まで、正味 4 時間 

⑥編集および公開 

の手順をとることで、手戻りを少なくした、効率

的な撮影が可能であることが明らかとなった。 

 知的障害者にも医療情報を伝えるための「わ

かりやすい版」の作成は、4種の資料を作成する

中で手順が明らかとなった。自分自身に起こり

うる症状、合併症、治療の方法を端的に表現する

こと、受診した際に医療者から最もよく使われ

る用語等に焦点を当てて平易に解説する、患者

自身が見通しを立てやすく、また実際に何をす

ればよいのかを具体的に示すことなどである。

また、イラストについては、伝わりやすいよう、

すこし大げさに表現する部分もあったが、合併

症については恐怖心を煽らないよう配慮して平

易に伝わる表現とした。 

 この手法で作成された資料は、医療者への調

査から、障害のある患者以外にも、高齢の患者や、

患者が高齢の家族に説明する場合にも活用され
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うること、イラストがわかりやすい、イメージし

やすいと評価された。また、知的障害者を日常的

に支援するグループホーム学会会員への調査で

は、冊子の文章、絵、いずれも8割の回答者がグ

ループホームの利用者にとって「とても/まあま

あ わかりやすい」と回答した。また、これらの

冊子は、「利用者本人にがんについて説明すると

き」については8割、「利用者本人にがん検診を

勧める、同行するとき」「利用者の家族・親族に

がんについて説明するとき」はそれぞれ6割の回

答者が、活用できると回答した。 

 

Ｄ．考察 

（1）障害者および医療者双方の視点から、現状

で障害のあるがん患者が受診する際の困難を把

握する 

 障害当事者および福祉支援職への調査で、障

害者の受診にあたって様々な困難や課題がある

ことが挙げられたが、病院のハード面、人員不足

等に起因するものより、医療者が障害のある「患

者自身」を主体として扱う姿勢を求めるものや、

ちょっとした工夫で改善可能な事象が多かった。

また、好事例も挙げられ、医療者の対応として望

まれていた事項は、障害のある患者に接する機

会の少ない医療者が知る機会がないことによっ

て生じていると推察されるものであった。対応

の基本姿勢やニーズ、コミュニケーション方法

について教育機会を提供すること、障害者本人

や福祉分野からの「ニーズを伝える必要性の認

識」と相まって状況を改善できる可能性がある。

その点では、医療者への積極的な研修機会の提

供と、それを踏まえた組織的な対応に結び付け

る必要性が示唆された。 

  

（2）障害者支援専門機関がもつ支援技術を医療

機関で応用・普及させる方法の提示 

視覚障害、聴覚障害、知的障害というニーズと

その対応方法が見えにくい障害について、医療

者向けのパンフレット「サポートガイド」を作成

し有用性を確認した。その資料を基本教材とし

つつ、障害の特性と求められる合理的配慮の要

点を知識伝達する講義型プログラムに、障害の

ある患者当事者、または日常的に支援する福祉

専門職の経験を交える形で3種類のプログラム

を構成を作成した。「①知識にふれるタイプの研

修：30分」「②知識と障害のあるがん患者当事者

の声から学ぶタイプの研修：1時間」「③より深

く学ぶタイプの研修：2時間」である。 

いずれのプログラムにおいても、参加者の満

足度は高かったが、当事者の経験を交えること

ができた「②知識と障害のあるがん患者当事者

の声から学ぶタイプの研修：1時間」「③より深

く学ぶタイプの研修：2時間」の研修では、当事

者の声を聴くことができてよかった、参考にな

ったという意見が多くを占めた。障害当事者が

医療者向け研修に協力することの有用性が伺わ

れた。 

長時間の研修の方がより多くの内容を取り込

むことができ、充実した内容になることは確か

だが、受講者の時間的な負担が大きくもなる。受

講対象者により、これらのプログラムのいずれ

を採用するのが適切であるかは異なるであろう。

作成したプログラムを多くの医療機関で利用し

やすくするよう、E-learning教材等として普及

させていくなどの活用も、後続研究班の課題と

なると考える。 

 

（3）様々な障害のある人が利用可能な情報資料

の作成手順の定式化 

 音声資料作成の迅速化については、手順が確

立され、実際の運用で活用し、第3期がん対策推

進基本計画の目標の達成にも貢献した。 

 手話版の作成については、合理的な撮影方法

についての検討は進んだが、ろう・難聴者のニー

ズの多様性に十分に応えるにはまだ課題がある。

「わかりやすい版」の手話版作成など、本研究で

確立した手法を組み合わせるなどの応用につい

ても今後検討が必要である。 

8



 わかりやすい版資料の作成方法が確立され、

その手法に則って作成された「わかりやすい版

は、医療者や患者やその家族等に概ね好評だっ

たことが確認された。また、「わかりやすい版」

は知的障害のある人を想定して作成したもので

はあるが、聴覚障害のある人や認知症の人、ある

いは障害のない人にとってもわかりやすいとい

う評価を得た。 

知的障害者が多く入居するグループホームの

支援職への調査でも、2種の「わかりやすい版」

は「利用者の家族・親族にがんについて説明する」

のに活用できるとの評価を得た。 

一方、必要とされる疾患、医療情報の幅は多岐

に及ぶ。その分野の医療専門職と、知的障害者へ

の情報提供資材作成の経験のある福祉分野の支

援者、研究者が協働して作成する必要があり、こ

の手法をいかに広く展開していけるのかが課題

である。 

 

Ｅ．結論 

（1）障害者および医療者双方の視点から、現

状で障害のあるがん患者が受診する際の困難を

把握すること、（2）障害者支援専門機関がもつ

支援技術を医療機関で応用・普及させる方法を

提示し、（3）様々な障害のある人が利用可能な

情報資料の作成手順を定式化すること、3点を実

現することを目的とした本研究は、いずれもそ

の目的を達成した。 

しかし、障害のある人のがん医療における困

難を軽減するためには、本研究で明らかになっ

た医療機関での対応方法が広く行きわたること、

アクセシブルな情報資材が継続的、網羅的に作

成されていくことが欠かせない。体制づくりや

継続的な普及方法については、後続研究班にと

っての課題となると考える。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  特になし 

 

G．研究発表 

１． 論文発表 
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ple in East and Southeast Asian regions:
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th. 2023 Mar 28. doi: 10.11124/JBIES-22-

00429. Epub ahead of print. PMID: 369744

45 

Yamaki C, Takayama T, Hayakawa M, Wakao F.

 Users’ evaluation of Japan’s cancer in

formation services: Process, outcomes, s

atisfaction, and independence. BMJ Open 

Quality. 2021.10(4): e001635. doi:10.113

6/bmjoq-2021-001635. 
小松智美, 皆川愛, 平英司, 高山亨太, 八巻知
香子.  医療従事者のためのろう・難聴者への
サポートガイド（パンフレット）の作成〜手話
通訳士の視点から〜 . 日本手話通訳士協会
「手話通訳：研究と実践」研究紀要. 第20巻 ;
53-57 . a2023.3   

平英司、皆川愛、高山亨太、香川由美、八巻知香

子.医療現場における手話通訳の課題～手話

通訳者へのインタビュー調査の質的分析～.

日本ヘルスコミュニケーション学会誌.13

(2);P19-35(2022.10) 

 

２．学会発表 

今橋久美子、清野絵、冨安幸志、矢田部あつ

子、樋口幸治、飛松好子、八巻知香子．障害

者の医療機関利用にあたっての課題と好事例

の収集に関する当事者インタビュー調査．日

本リハビリテーション連携科学学会．

2023.3.11. 

今橋久美子，清野絵，緒方徹，樋口幸治，飛松好

子，八巻知香子．専門職からみた障害者の受診

時の困難に関する研究．日本リハビリテーシ

ョン連携科学学会．2021.3.5. 
打浪文子（2020）「医療情報に対する軽度および中度
知的障害者の認識」第55回日本発達障害学会Eポ
スター報告（オンライン開催）、2020年12月26～
27日 

打浪文子・羽山慎亮・八巻知香子・志賀久美子（2021）
「知的障害者向けのがん情報の『わかりやすい版』
作成 ―当事者のヒアリングを通じて―」第26回情
報保障研究会（於：愛知県女性総合センター）、2021
年3月20日 

清野絵、今橋久美子、冨安幸志、矢田部あつ

子、樋口幸治、飛松好子、八巻知香子．障害

者の医療機関受診時の課題と配慮：インタビ

ュー調査の計量テキスト分析．日本リハビリ
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テーション連携科学学会．2023.3.11. 

皆川愛、髙山亨太、平英司、八巻知香子．ろう・

難聴者のがん情報収集および情報提供のあり

方の検討.ヘルスコミュニケーションウィー

ク.名古屋.2022.10.1-2. 

平英司. 八巻知香子. 香川由美. 皆川愛. 手話

通訳を活用した医療提供に関する課題分析～

手話通訳者へのインタビュー調査を通して～

第13回日本ヘルスコミュニケーション学会学

術集会. 2021/9/29-10-5. Online. 
八巻知香子、甲斐更紗、今橋久美子、清野絵、平
英司、飛松好子. 障害者の医療機関受診時の
困難と好事例に関する研究.－福祉支援職へ
の調査結果－.ヘルスコミュニケーションウ
ィーク. 名古屋. 2022.10.1-2. 

八巻知香子、原田敦史、高橋三智世、打浪文子、羽山
慎亮、中山真理、皆川愛、柴田昌彦、平英司. 「が
ん情報サービス－新型コロナウイルスQ&A」アクセ
シブル版作成の試み. 第12回日本ヘルスコミュニ
ケーション学会学術集会. 2020.9.26-27.オンライ
ン. 
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 1.特許取得 

  該当なし 

 2.実用新案登録 

該当なし 

 3.その他 

  該当なし 
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